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調査地点

フィールドワークは楽しい。名古屋中学校・名古屋高校理科室には先輩たちが1970年代に豊
浜から採取した化石が保管されている。名古屋高校地球科学部・名古屋中学校自然科学部では，
2019年から毎年，師崎層群の露出する海岸の調査を行っている。2023年3月より豊浜坂井地先の
沖側海食崖の調査を行っていた。2024年6月8日の調査中に，堀越・鈴木が荷重痕の変形に興味
を持った。前中学部長の牧野と現中学部長の足立が追加調査して，上位と中位の荷重痕が鍵層に
なると考えたため，豊浜坂井地先の柱状図と合わせて発表・報告することにした。

注目した地層
調査地域近辺には師崎層群が分布し，その地質時代は18Ma－15Maとされている(近藤・木

村,1987)。調査地域は村宮他(2020)のstop 3 にあたり，村宮他(2020)は，下部豊浜層の上部が分布
しているとしている。
豊浜坂井の地先の海岸で，地元で「島」と呼ばれている部分の沖側に発達する高さ1.6mほど

の海食崖の下方に露出する泥岩の上に重なる砂岩・凝灰岩からなる75cm厚の砂質岩の地層とそ
の上部に15cm厚の泥岩を挟み載る40cm厚のクロスラミナの発達する砂岩，合わせて130cm分が
今回注目した地層である。

調査手法
2023年3月24日，2023年3月25日，2024年3月27日，2024年3月28日，2024年6月8日，2024年6月

22日の6日間，日中の干潮時に沖側の海食崖の下部が水面上に出ている時間帯に現地調査により
海食崖の生物に覆われていない部分を探して，露頭の表面に出ている岩石を観察・記録した。
白色の粒子，および黒色の自形を示す鉱物粒子を火山噴出物（火山灰）と判定し，それ以外を
砕屑物と見なし，粒径はルーペによる観察で，体積で50％以上を占める代表的な粒子を選定し，
その粒子が1mmの間に何個並べられる大きさであるか見積もり，記録した。想定した堆積構造
は平行葉理，斜交葉理，その他の葉理，リップルマーク，サンドパイプ，荷重痕，火炎構造，
コンクリーション，であり，それらの堆積構造および化石が認められた場合は記録することに
していた。

＜堆積時の古流向について＞
古川他(2021)は師崎層群の後背地を瑞浪層群狭間層としている。北に供給源のある乱泥流は内海断層付近で

断層に沿って北西から南東に向かって流れることになり，今回見つかったリップルマークとクロスラミナから
推定される古流向と一致する。また，報告した古流向は，林(1987)が豊浜坂井地先から報告した2つの古流向の
うち一方と一致する。
＜二村(2020)の荷重痕との関係＞
二村(2020)は南知多町長谷崎の豊浜層から荷重痕を報告しているが，変形に系統性がなく変形時の層理面に

傾斜がなかったとしている。本報告との違いは内海断層からの距離に起因するのではないか。長谷崎の方が内
海断層から離れており，堆積盆中央に近かったと考えている。

まとめ
3月から6月の日中の潮の引きが大きい日に師崎層群豊浜層の海中露頭を観察することで，地層中に変形荷重

痕とクロスラミナ・リップルマークを発見し，地層の堆積当時の層理面の傾斜方向と古水流の方向がほぼ直交
しており，内海断層が壁となって，壁に沿う流れを引き起こしていた可能性を指摘した。

・3月～6月にかけての潮が日中大きく引く日を選んで普段海底にある海食崖の露頭の調査を行ったと
ころ，過去の調査では見つけられなかった堆積構造を見つけることができた。

・北西から南東に延びる内海断層の北東500mの地点の海食崖で師崎層群豊浜層よりN60度Eの方向に層
理面が傾斜していたことを示す変形荷重痕を見いだした。これにより，豊浜層堆積時の堆積盆の中心
は内海断層の北東500mよりもさらに北東側にあったことがわかる。タービダイトが堆積した当時の古
流向は斜面の傾斜方向と斜交するS65度Eで，内海断層に沿って，北西から南東へと向かう流れであった。
傾斜方向と流向が大きく斜交する原因は内海断層が急崖をつくっていて，それに沿う流れが卓越しや
すい地形であったからと思われる。
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要旨
知多半島南知多町豊浜坂井地先の干潮時のみ観察できる海食崖で師崎層群豊浜層より変形荷重痕を見いだした。荷重痕の変形は，堆積当時地層が北東側に傾いていたことを示唆する。観察地点

が内海断層から550mほど北東側であるため，観察地点から見て内海断層と反対側に沈降する堆積盆の中心が存在したことになる。また，リップルマークとクロスラミナから，荷重痕上部に載る
砂岩を堆積させた古水流は北西から南東を示し，内海断層の延長方向に沿った方向であったことがわかる。

b）上位の荷重痕の変形のようす

c)中位の荷重痕

d)下位の荷重痕

露頭の壁面が南南西を向いている。上位・中位・下位どの変形荷重痕も左手前に飛び出し
た部分がくるように変形している。Moretti他(2001)によると,斜面の剪断(せんだん:引きちぎ
ること)変形によって荷重痕が変形する場合，傾斜方向の反対側に荷重痕が飛び出すように変
形する。よって，変形当時の層理面はおおむね北東から東の方向に傾いていたことになる。
クリノメータを使ってfig.4c)に示された中位の変形荷重痕の一番左側の飛び出しを使って傾斜
方向を測定したところ，北から60度東の方向に傾いていたという測定結果となった。また，
上位の変形荷重痕の直上に見られるリップルマークとその下のクロスラミナから堆積当時の
古流向を測定したところ，南から65度東よりの方向という結果になった。

Ripple marks nearby the upper deformed lord-structures.

Fig.4. The photographs and the sketches of deformed lord-structures and  surrounding 
sedimentary structures.

今回の研究はルーペによる地層観察を元に行った。ルーペのみでの観察では岩石の判定が困難なことがあった。持ち
帰ったサンプルを切断研磨したり，岩石薄片を作って観察することで研究の精度を上げていきたい。

研究動機

Fig.3. The columnar sections around  the deformed lord-structures. 堆積柱状図

a)潮間帯全範囲の柱状図 目盛の単位はｍ b)沖側海食崖主要部の柱状図 目盛の単位はcｍ c)凡例

結果（柱状図および荷重痕・堆積構造の分布と様態）
作成した柱状図はfig.3に示したとおり。国道側の海食崖から見つかっているものとは様態の異なる，波長が大

きく，変形も大きい荷重痕が沖側の海食崖の3層準より発見された。変形の様態はFig.4に示し，後述する。

a）上位の荷重痕直上の斜交葉理・漣痕

Fig.5.  Schematic section of the Utsumi fault and 
the sedimentary basin at the time of Miocene.

＜堆積時の層理面の傾斜方向について＞
宮川他(2021)は知多半島南西に存在する内海断層が中新世に半

地溝をつくる正断層としてはたらいていたとし，知多半島地下
の基盤上面が内海断層側つまり南西側に傾くモデルを提唱して
いる。我々は，当時内海断層の北東側で堆積した師崎層群が層
理面を北東側に傾けていたことを示す堆積構造の変形を発見し
た。この，基盤と層理面の傾きの不一致は当時の周囲の断層
（伊勢湾断層・内海断層）が，北東落ちの正断層としてはたら
き，現在知多半島のある側は深海となり，断層のある部分に大
きな断層崖がつくられていたと考えれば説明できる。すなわち，
この地域の堆積物は主として瑞浪方面(北)から混濁流により供給
され,混濁流が運搬される途中でコリオリの力と遠心力を受け，
断層崖に押しつけられるような運動をしていた。そのため，基
盤の高さにかかわらず内海断層近傍の方が堆積物が厚く堆積し，
層理面が内海断層から離れた方向に傾斜していたと考える。

潮間帯全範囲 沖側海食崖主要部(拡大)

The upper deformed lord-structures.

The intermediate deformed lord-structures.

The lower deformed lord-structures.

「荷重痕（lord structures, lord casts）」とは
密度が小さくやわらかい地層の上に密

度が大きい地層が重なると，地層の境界
面（層理面）に凹凸が生じる場合がある。
密度の大きい地層が，密度の小さい地層
にたれ下がっている部分を「荷重痕」と
よぶ。G.Owen(2003)に詳しい。

密度の大きい地層

密度の小さい地層

単純荷重痕 雨だれ形荷重痕

火炎構造

層理面

Fig.1.Explanation of lord-structures.

※ 地震調査
研究推進本部
(2005)による
と，調査地点
(☆印)付近の
海岸を走る国
道の約1km沖
には内海断層
が併走してい
る。
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